
河北町には、ひな産直センターという、地域直売所が

あります。ここは、2018 年２月にオープンしたばかり

の直売所です。野菜や果物からスリッパ、手芸品まで様々

な商品が店頭に並びます。野菜や果物は、出荷した当日

から３日間まで並べられます。しかし、物によっては、

もっと短い期間しか置いておくことができません。この

ような取り組みがあってこそ、新鮮で安全な商品を、買

うことができるのです。 

 店内には、ひなカフェという手作りジェラードが食べ

られるカフェがあります。ここでは、ひなカフェ限定の

イタリア野菜ジェラートや季節ごと変わる様々なメニュ

ーを楽しむことができます。ぜひ食べてみてください。 

       

売るときに大切にしていることはなんですか？ 

いたみがないか、虫がいないかをしっかり確認してい

ます。また、商品の特徴や調理方法を紹介しています。 

今の時期オススメの商品はなんですか？ 

桃やぶどうなどの季節の果物やイタリア野菜や豆類な

どの地域の特産品です。 

昨年売れた商品の個数はれくらいですか？ 

去年 1年間で約40万個くらいです。 

全部でどのくらいの商品がありますか？ 

年間で1万1千種類くらいあります。けれど、同じ食

べ物でも、品種が違うだけで何種類にもなってしまうの

で、正確とは言えません。 

 

 

 

 

景色を見るなら 桜並木で！ 

 寒河江川沿いの堤防に、桜並木があります。奥に、寒

河江川と月山、葉山が入って撮影スポットに、ぴったり

の場所です。晴れの日は、青空とのコントラスト魅力的！

寒河江川が流れていて、とても気持ちがいいです。桜の

種類はソメイヨシノや、しだれ桜が、あります。秋は、

紅葉がきれいです。そよ風や風景を楽しみながら、歩い

てみるのもオススメですよ。是非ドライブがてらに来て

みて下さい。 

季節：4月中旬～5月中旬

桜堤清流太鼓 

他にも、季節によって様々な景色を楽しむことができま

す。また、今年は中止になってしまいましたが、この桜

並木では毎年、溝延桜祭りが行われ、私たち溝延小学校

の生徒が桜堤清流太鼓を披露しています。みなさんも機

会がありましたら、ここ溝延で四季を感じてみるのも悪

くはないですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史を求めて 紅花資料館！ 

河北町は、紅花の里と呼ばれるほど、紅花作りがさか

んです。その紅花について知ることができる施設が、河

北紅花資料館です。紅花資料館は、昭和 59 年 5 月に開

館しました。紅花資料館には、様々な魅力があります。 

さて、その魅力をほんの少しだけご紹介しましょう。

紅花資料館には、面白いイベントがあります。それが最

上紅花切り花展です。どのようなイベントかといいます

と、切り花展は各家庭で育てた紅花の出来栄えを競い合

います。自分たちで育てた紅花を競う一風変わった切り

花展です。 

次に、紅花染めを体験できる工房をご紹介します。そ

れが、紅染工房くれないです。専門の先生が紅花染めを

教えてくれます。模様を付けたりして、世界に一つだけ

の紅花染めハンカチをつくることができます。 

 また、河北の紅花の素晴らしさを知ることができる歴

史があります。江戸時代には、河北の紅花の可憐な花び

らがはるばる京都に送られてきました。紅色の美しい衣

装を染め上げた紅花は、人々の心を魅了しました。神秘

的とも思える紅の美しさは、いつの時代も女性のあこが

れだったようです。 

 紅花工房くれない 

 

 

 

 

 

 

 

 

揃った演奏ステキ✨ 

太鼓を演奏するのは溝

延小学校の4年生なん

だって‼凄いです‼ 

    

 

 

 

 

 



河北町見所 book 

         2021 
河北町には、さまざまな見所があります。買い物、特産

品、歴史、景色……。沢山の魅力をギュギュっとこのパ

ンフレットにまとめました。 

 

 

 

   

 

 

 

紅花の羽衣 

今の山形市の西の方にある村（今の河北町）に若い男の

人がいた。その村は、花作りがさかんでどこの畑もいっ

ぱいに紅花を育てていた。紅花の葉っぱにはするどいと

げがある。だから、紅花つみを、とげが朝つゆで柔らか

い、太陽がのぼらないうちに、終わらせることにしてい

た。 

ある朝、いつも通りに紅花をつみに出かけた。あたりは

うす暗いのに花の色で少し明るくなっていた。花をつん

できりのいいところで少し休んだ時だった。ふと横を見

ると女の人が着るような着物があったのだ。男の人は、

これは、「天女の羽衣」だと思った。だが、なぜ自分の畑

にこんな物があるのかがとても不思議に思った。けれど、

羽衣を家に持ち帰ることにした。             

その夜、家の人を集め、着物を見せた。そして、それ

を家の宝物として箱にしまった。でも、1 年に１回取り

出し羽衣の無事を確かめた。それは今も行っている。な

ぜ着物が自分の畑に落ちていたかは今もなぞだが、この

衣を染め上げた染料は村山地方の人たちが一生懸命育て

た紅花だった。 

 

 

 

999‐3522 

山形県西村山郡河北町溝延字小堤 312‐1 

河北町立溝延小学校 

特産品 

さくらんぼ 

 河北町のさくらんぼは、日本国内からみても、山形県

内からみても、ランキング上位にランクインしています。 

      山形県    日本 

収穫量   4 位     4 位 

作付面積  5 位     7 位 

出荷量   4 位     4 位 

 

 

イタリア野菜 

 河北町とイタリアときいてピンとこない人もいるでし

ょう。けれど、河北町でイタリア野菜を作ることになっ

たのには、二つの偶然が関わっていました。 

 一つ目の偶然は、河北の気候にありました。河北町は、

朝と昼の気温差が激しいという特徴があります。実は、

この気温差が激しいという河北の気候がイタリアの気候

と似ていたのです。 

 二つ目の偶然は、イタリアンの料理店にありました。

これまで、料理店で使うイタリア野菜は輸入品ばかりで

した。国内の野菜を使って料理を作りたいというシェフ

の思いを受けた、河北の農家さんが河北町でイタリア野

菜をつくることをきめたのです。 

 

人口…19.959人 

面積…52 ㎢ 

世帯数…5.869人 

 


